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英語による体育実技指導に対する心理的抵抗に関する一一考 察

久保田 秀 明 ・関 田 一 彦

1.研 究 の 目的

日本人の英語能力 はその訓練期 間の長 さに比 して,国 際的 に低 い レベル とされている。最近

の学校教 育改革で も小 学校段 階か ら英語 活動の導入が検討 され,既 にそ の試行 が始 まって い

る。英語圏においては移民に対す る英語教 育が公教育 の大 きな課題 となって きた。英語 を母 国

語 としない者 に対 す るその教授法 はESL(EnglishasaSecondLanguage)プ ログラム として研

究開発 され,ア メ リカなどでは教育系 の修士課程 に専 門の教員養成プ ログラム をお く大学 も多

いo

またカナ ダでは,公 用語(英 語 またはフランス語)を 第2言 語 とす る者 に対 して,教 授す る

側 が現地の公用語 を外国語 として意識 させ るのではな く,ま った く第1言 語 と同様 に扱 って教

授 す る,イ マー ジ ョンプログ ラム(ImmersionProgram)の 研 究が盛 んで あ る。 イマ ー ジ ョン

プ ログ ラム は,言 語 を教科 と して教授せず に,習 得 すべ き言語 の環 境 に,文 字通 り学習 者 を

どっぷ りと浸す こ とを主眼 としている。バ ンク0バ ーを例 に取 ると,学 齢期 の子供 たちの約60

パーセ ン トは,英 語以外 の言語 を第1言 語 と して習得 してお り,そ の言 語数 は140種 以上 にな

る。 この ような背景の中で,効 率 の良 い英語教育 を志 向 して実施 された イマー ジ ョンプログ ラ

ムは,優 れた成果 をあげて きた。学習者の 第1言 語 による解 説 を加 えず,英 語 を情報伝 達 の

ツール として英語以外の教科 の授業 を行 っている。 その結果,英 語 を第1言 語 と しない児童 の

90パ ーセ ン トが,18ヶ 月以内に英語 を母国語 とする同級生 と同等 の英語 の能力 を習得 している

(Siegel1999)。 一方,イ マー ジ ョンプログラムの効 果が芳 しくなか った児 童(全 体 の10%)

には,彼 らの母 国語 における言語能力 にも同様 の問題があ り,イ マー ジ ョンに よる外 国語の習

得 には,母 国語 の発音,語 彙,読 解 など十全 な コミュニケー シ ョンの基礎 になる能力 の高低 あ

るいは レ・デ ィネスが影響 している(Siegel1999)。

この イマ0ジ ョンプログラムにおい て,児 童たちの言語的 な障壁 を乗 り越 え る手助 け となっ

た ものは,英 語 の文字や音声 に よる情報伝達 を補完す る,身 体 的活動 を伴 った活発 な双方 向的

なコ ミュニケーシ ョンであ り,そ の機会 を学 習者 たちが不可避的に共有す る,学 習活動 の構造

である と考 えられ る(Siege11998,1999)。 言い換 える と,言 語 に よる コ ミュニ ケー シ ョンを

補完する手段(身 体表現 な ど)が 学習活動 に組 み込 まれ ることで,母 国語 であるか外 国語で あ

るか を問わず,コ ミュニケーシ ョンの効率 が上が り,あ る程 度の言語能力 を有す る者 はイマ ー

ジ ョンプ ログラムの恩恵 に与 るこ とがで きるのであろ う。

久保田は在外研究で滞在 したブ リティシュ ・コロ ンビア大学の付属校 において,こ のイマ ー

ジ ョンプ ログラムの実際 を観察す る機会 を持 ち,身 体活動 を媒介 として言語 を学 ぶ有効性 を確

認 した。 そ こで,大 学における体育実技 の授業 を英語 による指導 のみで行 うことが可能 か どう

か検討す る ことに した。大学生 の多 くは,そ の入学段 階で英 語 に よる選抜 を経験 して いるか

ら,英 語力 という点では大学 に進学 しない同年齢 の者 よ り,そ の能力 は高 い と思 われる。 しか
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しなが ら,語 学の修得 には知識 としての英語 ではな く,英 語 を学 ぼうとする態度 の方が重要 で

あ り(久 保 田 ・関田2001),大 学生 を相 手に した体育 のイマー ジ ョンプ ログラム実施 に とって

望 ま しい態度 に関する理解が必要 となって くる。

そ こで,本 学の学生が全学 の共通科 目である体育実技 が英語 でなされる ことに,ど の ような

反応 を示すか を調査 する ことに した。具体 的には,体 育実技 の指導が英語 でな されることに対

す る受容度 を求め,そ の高低 に影響す る要 因を探索す ることがこの調査 の 目的である。直接 的

には英語 を学 ぼ うとす る態度 と体育 に取 り組 む態度か らの影響 が考慮 され るだ ろ う。す なわ

ち,英 語 も体育 もどち らも好 きな らば,英 語 に よる実技 指導 を望 む度合いは大 きい と予想 され

る。 ただ,英 語嫌いの体育好 き,あ るい はその反対 の場合 は,英 語 による実技指導への受容 度

は どの ように変 わるのだろ うか。 また,体 育実技 にはバ レーやテニスな ど,チ ームで活動す る

種 目も多 い。仲 間同士で英語 を使 っての コミュニケーシ ョンに対 して不安 を覚えた りす ること

もあろ う。 したが って,単 に英語 の好 き嫌い(学 習意欲)だ けでな く,そ の学習活動 との関係

か らコ ミュニケーシ ョン能力(対 人 関係技 能)な ども体育のイマージ ョンを実施す る上で は注

意す る必要があ りそ うである。 この点 について も,い くつかの対 人能力指標 との関係 を探索 し

てみたい。

2.研 究の方法

調査対 象

2001年 度前期 「体育実技」履修者 を対象 に,研 究者 の一・人が授業終了時 に質問紙 を配布 し,

調査 の協 力 を依頼 した。可能なか ぎ りその場で記入 させて回収 したが,若 干の者 が 自宅 に持ち

帰 り,翌 週の授業時 に提 出 したケース も含 めた。448名 分の調査紙 を回収 したが,性 別の無記

入 な ど回答に不備 の多い もの を除 き,438名 分(男 子210名,女 子228名)を 有効 回答 とした。

尺 度の構 成

本 調査の主な 目的は,英 語 に よる体育実技 指導 に際 しての心理的な抵抗要因 を探 ることにあ

る。そ こで まず,1)体 育その ものに対す る態度,2)英 語学習に対す る態度,お よび3)英

語 による実技指導 に対す る態 度の3点 に関す る尺 度を作成 した。なお,こ の3つ の尺度 を構 成

す る全 ての項 目は,「 とて も当て はまる」・「い くぶん 当てはまる」・「判断がつか ない」・「あ ま

り当て はまらない」・「全 く当ては まらない」の順 に5点 ～1点 までの5件 法 を用 いた。

1)体 育(ス ポ ー ツ)に 対 す る態 度(M=9.80,SD=3.05,α=.81,n=437)

1.自 分 には ス ポ ー ツの 才 能 が あ る

2.体 育 は得 意 で あ る

3.自 分 に は ス ポ ー ツの 才 能 が あ る とは思 え な い の で,ス ポ ー ツ の上 達 は あ き らめ て い る

(反 転 項 目)

2)英 語 に対 す る学 習 意 欲(M=22.08,SD=5.20,α=.79,n=435)

1.英 語 の授 業 は楽 しい

2.学 部 の専 門科 目な どを英語 で 講義 す る ク ラス を受 講 して み た い

3.シ ェー クス ピアや エ マ ソ ン を英 語 の ま ま理解 した い

4.留 学 して もっ と英 語 力(語 学 力)を 磨 きた い
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5.自 分 に語学 の才能が あるとはあ まり思 えないので,英 語 の上達 はあ きらめてい る(反 転

項 目)

6.海 外のTVを 見 て英語の ジ ョー クで笑 えるようにな りたい

3)英 語 による実技指導 を求め る傾 向(M=9.33,SD=3.24,α=.82,nニ437)

1.英 語でスポーツの指導 を受けてみたい

2.体 育実技 の指導 の ように言葉 と動作が一一致 してい るものな ら,英 語で指導 されてみたい

3.体 育 は好 きだが,英 語で指導 される体育 な ら履修 した くない(反 転項 目)

次 に,英 語 を話す ことに対す る自信(自 己効力感)を 測 定す るために,1)授 業で友人 に対

して,2)ネ イテ ィブの英語教員 に対 して,3)チ ッ ト・チ ャッ ト ・クラブにいる留学生 に対

して,4)街 で知 らない外 国人 に対 して,5)LL教 室の ブースでマ イ クに向 かって,と い う

五つの状況 ご とに,ど の程 度 自信 があ るか を100点 満点で点数化 させ,そ の合 計 を英会話 に関

す る自己効力得点 とした(M=149,SD=92.36,n=431)。

さ らに,体 育実技 の指導 を英語で受ける とい う未経験 な課題 に対 して,英 語や体育 の能力や

態度で はな く,も っと一・般 的な個人の心理的傾 向の影響 を探 ることが本調査の第二 の 目的であ

る。そ こで,ま ず 日常生活 における未経験 な課題 に対 して積極 的に取 り組 もうとす る態度 ある

いは意欲 を測 る尺 度 を作成 した。 また体 育実技 の授業で は,そ の競技 中に他の メ ンバ ー との コ

ミュニケーシ ョンが発生す る。 日本語 による他者 との意志疎 通に困難 を感 じて いれば,お そ ら

く英語 とい う不慣 れ な言語 に よるコ ミュニケー ションにはさらなる困難 を予想す るであろう。

そこで周 囲 とのコ ミュニケーシ ョンを効 果的に行 う自信の度合 いを測 る尺度 を作成 した。加 え

て,英 語 による指導 に対 して十分 な理解 を得 る段 階に至 るまでは当然 なが ら,曖 昧 な予 断や推

量 による身体反応 を繰 り返す ことになる。身体運動 と英語 による指示 の不一致 を試行錯誤 的に

乗 り越 える過程 で,英 語 力が身に付 くことが期待 されるのであ る。 しか しなが ら,自 らの ヒア

リングカ を頼 りに多 様 な身体 の動 きを 自己決定す る際 の心理 的な負担 は少 な くない と思 わ れ

る。 そこで,日 常的 に自己決定 の機会 を消極 的に捉 える傾 向を測 る尺度 を作成 した。

具体的には以下,5)挑 戦意欲,6)対 人関係効力感,7)自 己決定 回避指 向の3尺 度で あ

る。 なお,こ の3つ の尺 度 を構成す る全 ての項 目は,「 とて もそ う思 える」・「い くぶんそ う思

える」・「判 断がつかない」・「あま りそ う思 えない」・「全 くそ う思 えない」の順 に5点 ～1点 ま

での5件 法を用 いた。

5)挑 戦意欲(M=28.11,SD=3.79,α=.66,n=435)

1.一 生懸命勉強すれば,も っ と自分の才能 を伸 ばす こ とがで きる

2.た とえ 自分が成長で きるチ ャ ンスで も,失 敗す る可能性 が高いな ら挑戦 した くない(反

転項 目)

3.失 敗 を恐れて,や りたいこ とを我慢 して しまうことが多 い方 だ と思 う(反 転項 目)

4.人 生は運命 によって決め られてい るか ら,自 分 の力 ではどうする こともで きない(反 転

項 目)

5.0般 に仕事で も勉 強で も,才 能が なければ努力 して も成果は上 が らない(反 転項 目)

6.失 敗 して もその経験 が 自分 のため になると思 えば,難 しい仕事 や 目標で も挑戦 したい

7.将 来何 になるかについて,い くら考 えて もその通 りにはいかない気がす る(反 転項 目)
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6)対 人関係効力感(M=19.51,SD=4.25,α=.64,n=434)

1.ク ラス替 えな どで見知 らぬ人が集 まると,新 しい友 だちを作 るのに時 間がかか る(反 転

項 目)

2.ど ん なに努力 して も,自 分 の気持 ちを理解 して もらうの は難 しい(反 転項 目)

3.そ の気 になれば,誰 とで も友 人になれ ると思 う

4.き っかけが あれ ば,新 しい友 だちをつ くりたい

5.意 見の対立 な どで気 まず くなると,な か なか相 手 との関係 を修復 で きない気 がす る(反

転項 目)

6.一 生懸命話せ ば,こ ち らの気持 ちは相手 に伝 わる と思 う

7)自 己決定回避指 向(M=13.98,SD=3.63,α=.69,n=435)

1.自 分で 自分 の人生 を決めてい く自信が ない

2.何 か意志決定 をす る ときは,誰 かの指示 を受けない と不安 になる

3.た いていの場合,自 分 自身の決断には自信がある(反 転)

4.自 分 の考 えを押 し通す よ りも,相 手 の意見 に自分 を合 わせ る方だ と思 う

5.自 分が何 かを決 める より,人 に決 めて もらった方が安心であ る

3.分 析 の結果

英語 に よる実技 指導へ の態度

まず,今 回の調査対象 となった学生たちの,英 語指導に対す る態度を調べ た。 グラフ1に 示

す ように,英 語 による体育実技 に積極 的な学生 と消極 的な学生が,そ れぞれにか な りの割合 で

存在 している。本来,各 尺度 の得点 は正規分布 を想定 しているが,グ ラフに表 れたように,英

語 に よる実技指導へ の態度(英 語 による実技指導 を望む度合 い)を 測 る尺度 には両端へ の偏 り

が認 め られる。そ こで,3点,4点 をどち らも1点,5～7点 を2点,8～10点 を3点,11～

13点 を4点,そ して14,15点 を5点 とす る新 たな英語指導受容得点 を合成 した。得点の分布 は

グラ フ2に 示す とお り,正 規分布 に近似 した もの となった。 なお,英 語に よる体育実技 に積極

的な学生(歓 迎群)と 消極的 な学生(拒 否群)を それぞれ英語指導受容得点 が5点 お よび1点

の者 とす る と,歓 迎群 は57名(全 体 の13%)で あ り,拒 否群 は32名(全 体の7.3%)に なる。(こ

れ以降の統計処理 において は,「 英語指導受容得点」 を英語 に よる指導 を望 む度合 い として用

グラフ1英 語による指導 を望 む度合い
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グラフ2調 整後の英語指導の受容得点分布
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いる。 また,他 の尺度 について は概 ね正規分布 してお り,こ こでの グラフ表示 は省 く)。

尺度問の相関

次に各尺度問の相関関係を求めた(表1参 照)。 英語指導に対する態度に最 も影響すると思

われる英語への学習意欲と英会話に関する自己効力感,な らびに体育実技への肯定的態度の3

尺度は,い ずれも英語による実技指導に対する態度に対して有意な正の相関関係を示した。特

に,英 語に対する態度は他の尺度よりも強い関係を示した。まとめると,1)自 らの英会話力

に自信があるほど,英 語による実技指導を肯定する傾向,2)英 語を学ぶ意欲が高いほ ど体育

実技を英語で行うことを歓迎する傾向,お よび3)自 らの体育技能に自信があるほ ど,実 技指

導を英語で行 うことを受け入れる傾向が認められた。なお(当 然ながら),体 育 に対する自信

と英語の学習意欲 との間には正負いずれの意味においても相関は認められなかった。

また,英 語による実技指導に対する態度に影響しそうな一般的心理傾向を測る3つ の尺度の

うち,挑 戦意欲 と対人関係効力感に関しても,英 語指導に対する態度との関係で有意な相関を

示した。なお,挑 戦意欲は英語 に対する態度と中程度の相関を示しており,英 語を勉強 しよう

と言 う意欲は困難を伴っても自己成長しようとする態度と重なり合う部分の大きいことが示唆

される。さらに,挑 戦意欲は対人関係効力感および自己決定回避傾向とも比較的高い相関を示

しており,こ れらが測っている一般的心理傾向があるいは想定した以上に類似したものであっ

た可能性が考えられる。

表1.各 尺度間の相関関係

英語 に対す

る態度

体育に対す

る態度

英語指導受

容度
挑戦意欲

対人関係効

力感

自己決定回

避指向

英会話効力感 .41** .17** .32** .20 .08ns 一
.17**

英語に対する態度 ・OL'ns .44 .33** .23* 一
.ogns

体育に対する態度 .32* .21** .17* 一
.21**

挑戦意欲 .26**

対人関係効力感 .22** .47**

自己決定回避指向 一
.ogns

一
.48**

一
.27**

note)**p<.01,nsp>.05

重回帰分析

英語 に よる実技指導 に対す る肯定的 な態度 を形成す る要 因 として,今 回用いた尺度 の中で何

が重要 であるのか検討 した。英語指導受容度 を 目的変数 として,そ れ以外の全ての尺度 を説 明

変数 として強制投入法 で回帰分析 を行った ところ,R2=.295と なった。 ここで,同 じ変 数 に対

してステ ップ ・ワイズ法 による取捨 選択 を行 った ところ,一 ・般 的な心理傾向 に関連す る要 因の

うち2つ は削除 され,体 育 に対する態度(尺 度1),英 語 に対 す る態度(尺 度2),英 会話効力

感お よび対人関係効力感の4要 因が選択 された(表2参 照)。

なお,英 語 による実技 指導 を求める傾向 に対 して,英 語 に対す る態度(尺 度2)が 最 も大 き

く関与 してお り,次 に体 育 に対 する態 度(尺 度1)が 関与す る割合が大 きい。英会話効 力感 な

らびに対人関係効力感 については,R2の 変化量 か ら,全 体 に対す る説明力 として は小 さい こ と

が わか る。 また,一 般的 な心理傾 向の影響 を探 る目的で3つ の尺度 を用 意 したが,上 記 の主要
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表2.ス テ ップ ・ワイズ法 による回帰分析 の結果

ス テ ップ 説明変数 RZ 回帰係数 F比

1 英語に対する態度 .187 .433 9.808`

2 体育に対する態度 .276 .298 7,155

3 英会話効力感 .285 .la5 2,281

4 対人関係効力感 .292 .091 2,106

note}**p<.01,*p<.05

3尺 度 と同時に回帰式 に投 入 した場合,有 意な影響が認 め られたのは対人 関係効力 感だけだっ

た。 これは他 の2つ の心理傾 向尺度で測 られた要因の効果が,選 択 された4要 因の中に含 まれ

て しまったため と考 え られ る。

4.考 察

体 育実技 を英語 で指導す る際 に想定 される学生の反応 を,質 問紙調査 によって探 索 してみ

た。やは り,英 語 に対す る学習意欲 の高 い学生の方が,体 育の イマー ジ ョンプログラムに関心

が高か った。 同様 に,体 育 に自信 がある学生や英会話 に 自信 のあ る学生 の方が,そ うでない学

生 よ り英語 による体育実技 の指導に対 して受容す る傾 向は高か った。 また,興 味深 いのは,対

人関係効力感が英会話効力感の回帰式投入後 にも有効 な説明力 をもった ことである。友 人作 り

や意志の疎通 な ど対人関係能力に 自信 のある学生の方が,英 語 による実技指導 を受け入 れやす

い とい うのである。対人 関係の維持発展 を苦 に しない 自信が,英 語 とい う不慣れ な言語 に よる

コ ミュニケー シ ョンに対 して,何 とかなるだろ うとい う見通 しを抱かせ やす いのか もしれ な

いo

こ うした結果 か ら考 え られ るイマージ ョン実施上の留意点 として,体 育 にお けるチーム活動

で は,ま ずチーム内の良好 な人間関係作 りを優 先する必要性であ る。対人 関係効力感の低下が

イマー ジ ョンプログラム参加の意欲 を減少 させ る可能性が多少 ともあ るわけで,チ ーム内に困

難 な人間関係 が発生す ることは,イ マージ ョンによる教育効果の阻害要 因である。

また,挑 戦意欲 の強弱 が英語 による体育実技へ の態度 に影響 を与 えてい ない とい うことか

ら,体 育の イマー ジ ョンを困難 な(し たが って挑戦の し甲斐が ある)プ ログラム として学生 た

ちに提示す ることは,控 えた方が良 さそ うであ る。挑戦意欲が顕著 に関与 しているならば,そ

れ を刺激す るような課題設定 をす ることで,履 修者の コミッ トメ ン トは高 まる可能性 が増す。

けれ ど,こ の場合 は む しろ,英 語や体育 に対 する興 味や意欲 を刺 激す る新奇 な活動 と して紹

介 ・勧 誘す る方 が,初 発 の取 り組みにおける心理的抵抗 は低減で きそ うである。

今後の展望 と課題

今調査で は,英 語 に対す る学習意欲 と共 に,体 育へ の好感度 あるい は自信 もイマー ジ ョンプ

ログラムへの受容度 に影響 を与 えているこ とが示 された。す なわち,体 育に 自信があれば,そ

の指導が英語 であって も受 け入れ る傾 向が高いのである。 しか しなが ら,仮 に体育 に自信 がな

い と答 えた学生であって も,学 習活動 の難易度や グループ編成お よび評価基準 を調整す ること

で,彼 らの拒否 的な態度 を大 きく改善す る可能性が,体 育 のイマー ジ ョンプログラム には考 え

られる。
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それには まず,難 しい体育実技の指導 を受 ける,あ るいは各 自の運動能力 ・実技 の巧拙 を評

価 される と感ず る場面設定 を避 ける。そ して共 に参加す る形の身体活動 を行 い,活 発 な双方 向

的 なコミュニケー シ ョンが必要 とされ る時間 を共有す る。そ うす る ことで,教 授す る側 も学生

も偶発 的なハ プニ ングや興奮 を経験 す るチ ャンスの多 い体 育授業 をア レンジす れば,体 育や ス

ポー ツに対す る自信 とは無 関係 に,歓 声 を上 げた り,身 体 表現 の助 けを借 りなが ら,意 思 を伝

え合 う場面 を豊富 に持つ こ とが で きよう(Weinberg&Gould1999)。 個 人の技 能や知識 の優 劣

あるいは単 なる出席数 による評定 よ りも,個 人差 を尊 重 しコ ミュニ ケー シ ョンのパ ー トナ ー

シ ップを重視す る学習活動 を展 開す るこ とが,体 育実技 では可能で ある(Schmidt&Wrisberg

2000)。 したがって今後 は,体 育実技 の授業内容 と英語 に よる指導 に対す る受容度 との関係 を

視野 に入 れた調査 を行 ってみ たい。

今回の調査で は一般 的な心理傾向 を測るために3つ の尺度 を用意 したが,尺 度項 目間の信頼

性 を示す クロ ンバ ックの αは必ず しも望 ましい高 さを示 さなかった。 これ は用 いた項 目数 の

不足お よび尺度 同士 の類似性 の高 さが問題 だった と思 われ る。 また,全 部 で6つ の要 因を回帰

式 に投入 して もR2=.30程 度 に止 まったこ とは,他 に もイマー ジ ョンプログ ラム に対す る態度

形成 に強い影響 を与 える要 因の存在が考え られる。 さ らに,質 問紙調査 の限界 で もあ るが,体

育実技 を英語で指導 された経験が ない者に とって,た とえば 自己決 定回避傾 向が顕在化す るほ

どにリアルな状況 をイメージ しての 回答だったのか も不明であ る。 この ような調査方法 自体 の

問題 については今後 の課題 としたい。
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